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⑧ バ ス の 時 刻 (P.40) 
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1| 1 2 4 
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(パソコン と 利用 者 (P. 90) 
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⑤ 日 本 人 の 身長 、 も う 伸 びな い ? (P.84) 
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還 2 回 3 
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イン ター ネッ ト で の 評価 (P.112) 
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一 】 
か いと う 


答 多 


to, 
an capwaasetesrntrranrs 


(2) 


解説 


か いせ つ 


この クロ スワ ー ド は 、 すべ て カタ カナ て 書く 


は 、 


全 五 . 
HH 


こと ば こ た 


外国 語 か ら 日 本 語 と も の が ほとん ど で す 。 も と に な っ た 外 図 本 


が いこ く ご 


ドイ ツ ッ 語 、 ポル ト ガ ル 請 語 な ど が あり ます 。 


言葉 が 答え で す 。 カタ カナ て 書く 言葉 


間 に は 、 英 
えい 


1 た て 


ント 


005 た て ( 二 ) に 書き ます 。 


①・…・「 テ レビ 」 で す 。 最 近 は 、 箱 の 形 は 、 Te に 長く 幅 が 薄い も の が よく 売れ で い 
る よう で す 。 

②… TE で す 。 小さ いと も は 、 お 世 さ ん を よく この よう に 呼び ます 。 

の [アジア 」 で す 。 世 囚 地図 を 見 な が ら 導 える と よく わか る で し ょ 3 う 。 な お 、 

タリ ア 、 フ ラン ス 、 ス ペイ ン は ヨー ー ロ ッ パ で す 。 

④…・「 ス マー トド ト 」 て す 。 ス スマ ー ト は 、 英 設 講 で は 「 頭 が いい 」 と いう 意味 で す 。 な お 、 
英語 て は 、 や せ て いる 人 の こ と を slm、 thin、 skinny な ど と 言い ます 。 

⑧・…「 ク ラス 」 で す 。 英 語 で は Cass と 書き ます 。「 採 薬 | の 意味 て も 備 い ます 。 

っ サン アクロ ー ス ! て す 。 航 た ち が よ く 邊 供する 人 は 、 赤い 服 を 着 て 、 日 いひ 
げ が ある お じい さん て す 。 

ー よ この ヒン ト 


和 (>) | に 書き ます 。 
①・…・「 テ ー マ 」 で す 。 こ の 言葉 は ドイ ツ 語 カ * ら 


ORE 
ORE 


⑧・・ 


© 


きま し た 。 日 本 語 て は 主題 と も 言い ま 

す 。 

「 ア パー ト 」 で す 。 1 人 暮 ら し の 人 の た め の 部 屋 か ら 、 家族 で 住む た め の 部 屋 ま 

て 、 いろ いろ な 大き さ の 孝司 が あり ます 。 

※「 マ ンション 」| で は あ り ま せん 。 マン ショ ン も アパ ー ト も 集合 住宅 て す が 、 
Se と も 買う こと も あり ます 。 
「 マ スク 」 で す 。 風邪 を 予防 し た り せき で ほか の 人 に うつ き な い よう に し た 
り し ます 。 自 いも の 以外 に 、 ビ ン ンク 色 や 音信 の も の も あり ます 。 子ども 用 に は 、 

人 気 が あ る キャ ラク ター ー が 往 い て ある も の も あり ます 。 これ で 口 と 鼻 を か く し 

ます 。 

ラグ で す 。 長い 距離 を 走る スポ ー ッ で 、 テ レビ で も と き どき き 放送 こ れ 
て いま す 。 

・ [アンケー ト 」 で す 。 フラ ン ンス 語 か ら きた 言葉 で す 。 アン ケー ト に 答え て くれ 


た 人 に 、 お 礼 を あげ る こ と も あり ます 。 


る 解答 


か いと う 


① 郵 便 局 。 ② 銀 行 


ゆう びん きょく 


ホテ ル 


解説 を 


か いせ つ 


場所 の 説明 を す 


まし ょ せつ めい 


医者 の 間 」 と い 


よう で ほか の 


剛 本 屋 と 
映画 館 の 


えい が か ん 


言葉 と し て 、 ① で は 「 左 に ぁ 
きま し た 。P76 一 ー77「 は じ め て の 町 」 の ちか ら を つけ 


あり ます 」、② て は 「 本 屋 と 歯 


いし 
PE ラン エン スス ト ア が あり ます 。 
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0 言語 識 ( 法 ) e 読 (P.132) 


還 1 図 4 還 4 還 1 回 3 回 3 四 3 回 2 回 4 中 3 
還 2 陣 3 較 4 


問題 2 

も ん だ い 

2 上 3 四 3 四 2 园 4 

問題 2 特待 RS k hk k++ +1 
も ん だ い か いと 


非常 用 食料 は 、4 (使わ ざる を えな い ) 3 (場合 を ) 2 (の ぞい て は ) 1 (食べ 
り ) 飲ん だ り し て は いけ ませ ん 。 3 

AA「 田 中 さん 、 i (急い で ) 1 (どこ へ ) 4 (行く ん で すか )。」 
きょう は 2 ( 昨 H) 4 (中国 か ら ) 1 (届い た ) 3 (ば か り の ) 可 画 を 上 映し ます 。 
人 区 2 (て も) か 2 


2 (3 ち へ ) 4 (帰っ て きた ) 1 (と た ん に ) 3 ( 急 に ) 膨 が 帳 り は じ め た 。 


回 回 回 


回 4 四 3 回 1 較 2 5 2 


問題 3 解答 和 
文章 の 流れ ( K) に 合う 言葉 を 人 れる 問題 です 。 前 『 後 の 話 の 流れ を よく 考え 
ぶん し ょ 3 な が ぶん みゃく ぁ NE ば い も ん だ い Re は な し な が か ん が 

ら び まし ょ う 。 


[| 接続 詞 を えら び ま す 。 1 「 ま た 」 は 、 二 つ 以 上 の こと を 述べ る 場合 に 使う 接続詞 
で す 。 2 「 そ れ に 」 と 3「 そ の うえ 」 は 、 まえ の 文 に 何 か を つけ 加え る と き に 他 
いま す 。 4 「 し か し 」 は 、 ま え の 語 と は 反対 の こと 、 ち が 3 うこ と を 述べ る と き に 
使い ます 。 賠 の まえ に は 、「 親 知ら ず が 生え て 痛い 」 と 書い て あり 、 う し ろ に は 、 
「 そ う 言 うわ り に は 元気 そう だ っ た の で 、」 と 書い て ある の で 、 ま えと うし ろ で は 
反対 の 内 容 が 書か れ て いま す 。 

20 2 行 目 に 「 元 気 そ うだ っ た の で 」 と 書い て ある の て 、1 の 「 と て も 心配 し た 」、 
2 の 「 秋 医 者 に 行く よう に すす め た 」、4 の 「 と て も 気 に な っ て いた 」 は 、 つ な が 
り ま せん 。 

21 5 行 目 の 「 こ この こ ろ に は 親 は いな い 」 と 「「 親 知ら ず 』 と 言う らし い 」 の 間 に 人 

る 、 つ まり 、 だ か ら と 同じ 意味 に な る 接続 詞 を えら び ま す 。 2 の 「 し か し 」 や 4 

の 「 と ころ が 」 は 、 反 対 の こと を 述べ る と き の 接続 詞 で す 。3 の 「 さ ら に 」 は 、 ま 

え の 文 に - 何 か を つけ 加え る と き に 使い ます 。 

29 7 行 目 8 行 目 の 「 玲 日 経っ て も 痛み は 」 は 、「~ て も 」 を 受け て 、 文 の 最後 が 

「 一 な い 」 と 否定 に な り ま す 。1・3・4 は 否定 で は な い の で ちがい ます 。 

末 下 か ら 1 行 目 の 「 ま ぎれ も な く 」| は 、 「 ま ちがい な く 」[ た し か に 」 と いう 5 意味 
で て す 。 下 か ら 4 行 目 に 「 あ きら か に 虫 箇 て は な か っ た か ら だ 」 と 書い て ある の で 、 
10 [由 靖 」 で は あり ませ ん 。 こ の 文章 の 主題 は 、 2 の 「 親 知ら ず 」 で す 。 文章 を 
書い た 人 (筆者 ) は 、 最後 に 自分 の 口 の 中 に 親知らず を 見 つけ た こと を 水 べ て い 
ます 。 

9 人 は 、P152 ~ 154 「 接 続 詞 」 も 参 老 に し て くだ さい 。 
問題 4 
婦 4 困 4 陣 2 図 2 
問題 4 解答 uve 


も ん だ い か いと う 


24 ダイ エッ ト に つい で 。 文章 の 中 て の 意味 を 聞い て いま す 。 


ぶん し ょ う 。 な か 


問 は 、「 ダ イエ ッ ト は どう いう 意味 で 使わ れる よ うに な っ た か 」 と いう こと で す 。 
問 是 の 文章 を 見 る と 、 ダイ エッ ト の 意味 の 説明 が 2 か 所 に 書か れ て いま す 。 3 


も ん だ い ぶん し ょ う 


ーー ニー 


ee 


で = 


に ーー 


ーー 


= 


行 目 一 4 行 目 に 「 も と も と 「 ダ イエ ッ ト 」 と いう の は 食事 に よっ て 健康 な 体 を 


ん こう か ら だ 


作る こ と だ 」 と あり 、 また 、4 行 目 一 5 行 目 に 「 今 流行 し て いる ダイ エッ ト 」 は 、 


いま lu 


た た 、 や せる た め の 手 段 」 と あり ます 。 問題 て 聞か れ て いる の は 、 「 今 流行 し て 
いる 『 ダ イエ ッ ト 有 月 の < こ と だ と わか れ ば 簡単 に 正解 で き ます 。 


せい か 


四 [看 ] [を 」 「 右 上 」 | 在下] [ 左 ど な り 」 な どの 位置 を 表す 言葉 が キー ワー ド で す 。 
この よう な 問 て は 、 じみ き に 位置 韻 係 の 図 を 措 い て みる と わか りや すく な り ま す 。 
問題 の 文章 て は 、 3 行 目 に 右上 ・ 人 4 和 目 に 左下 = 「 そ の 左 で どなり ) 小、 


も ん だ いぶ ん ぎょ 3 的 


行 目 に 左上 = 「 そ の 上 の 順に 写真 を 館 る 指示 を し て いま す 。 も し 、 人 答え の 


きょう め 


選択 は 、 右上 、 有 下 左上 、 左下 の 順に な っ て いる こ と に も 注意 し て くだ さい 。 


し ぎ う え た 。 ひだ りう え 。 ひだ り けし た 。 じゅ ん ちゅ う い 


1 行 目 一 2 行 目 で 、 まっ すぐ に 立っ て いる こ と が わか り ま す 。 3 行 目 に 、 [右足 を 


ぎょ 3 


少し 上 げ て ] と あり ます か ら 、 立っ て いる 尾 は 左 忌 て す 。 足 に つい て は 、 その あお 
と の 指示 は な い の で 、 最後 まで 左 選 で っ て いる こと が わか り ます 。 手 は 、4 行 
目 に 、 「 両 手 を 横 に 上 げ 」、 そし て 、 「 上 まで て 上げ] と 書い て あり ます 。 5 行 目 一 
6 行 目 で 「 有 手 を 下 ま で お ろ し ]、 続 いて 、「 左 手 を 下 ま で お ろ し 」 と あり ます 。 
で すか ら 、 最後 は 両手 を 下 に お ろ し て いま す 。 顔 は 、 5 行 目 に 「 ま っ すぐ 前 を 向 
いて いま す 」 と 書い て あり ます 。 

体 の 部 分 を 表す 言葉 と 体 の 動き の 表現 に つい て は 、 日 本 人 が 日 本 語 語 を お ぼ え る 
きも 、 子 ども の ころ に 実際 に 体 を 動か し な が ら 身 に つけ る こと が 多い で す 。 こ 
の よう な こと も を 、 大 人 に な っ て か ら 勉 強し た 言 『 葉 て 表現 する の は 、 むず か し いも 
の で す 。 日 管 生活 の 中 で 、 実際 に 体 を 動か し 、 それ を 言 華 で は どう 表現 し た ら 
よい の か を 考え る よう に し て くだ さい 。 

四 手紙 の 形式 は じゅ うぶ ん 勉強 し た の で 、 わか っ て いる と 思い ます (わか ら な い 
と こ ろ が あれ ば 、P48 ~ 49 「 拓 初秋 の 侯 」 の ちか ら を つけ よう で 確認 し て 
くだ さい )。 

この 手紙 は 、7 月 20 日 に ルー シー チャ ン さ ん が 、 木 村 里 子 さ ん に 宛て て 書き まし 
た 。 ま ず 、 1 行 目 に 季節 の あい さ つ と 相手 の 様子 を うか が う 文 が 簡単 に 書い て あ 
り ま す 。 つ き に 、「 ご 無 沙汰 し て し まい 」 と あや まっ て いま す 。 こ ご無沙汰 と は 、 
長い あい だ 連 連絡 し な か っ た こと で す 。 で し 3 行 目 に 「 春 に は お 花見 に お 誘い 
いた だ いて 、 あり が と うこ ご ざい まし た 」 と を 。 花見 の お 礼 が 書い て あり ます 。 5 行 
目 に 、「 さ て 」 と いう 言葉 が あり 、 こ こ か ら こ この 手紙 の 目的 で ある 大 切な こと が 


書き は じ め ら れ ま す 。 5 行 目 一 7 行 目 に 大 学 で 行わ れる 「 交 流 会 」 の こと が 紹 
介さ 


に 


れ 、 最後 の 行 に 、 その 交流 会 へ 「 ぜ ひ お 越し いた だ きた い 」 と いう 論 い の 


ご 
か い さい こう りゅう かい 


文 が あり ます 。 何 が ポイ ント か 考え な が ら 読む こと が 大 切 て す 。 


た いせ つ 


四 2 办 4 上 3 团 3 因 2 困 3 


EN a 
も ん だ い か いと う 
較 それ ぞ れ の 選択 枝 に つい て 、 開 題 の 文章 の 記述 を 見 て いき ます 。 


1 「 人 は 否 え ら 刀 な けれ ば 定 る こと が で き な い 」 は 、2 符 昌行 旧 に 、 普通 、 教 
えら れ な く て も 自然 に で きる こと で ある 」 と 書い て あり ます 。 

2「 走 る 次 が 人 を 感動 させ る 」 は 、 10 行 目 に 、 走 る こと に 「 全 力 を 尽く す 姿 に 心 
を 動か され る ] と 書い て あり 、 11 行 目 に 、 走る 人 を 見 守る 人 た ちの 心 に も 大 
は と あり ます 。 


1 


如く 移動 する 手段 は ある の に 、 速 三 《 走 吾 努 力 志 し て いる こ と を 意味 し て いま す 。 
車 より 速 く 走る 3 と 雰 力 し て いる の で は あり ませ ん 。 
4 「 陸 上 聞 技 て は マラ ソン が 一 番 人 気 が あ る 」 は 、 8 行 目 一 9 行 目 に 、「100 メ ー 


3 きょう め 


トル を 走る 短 距離 か ら 、 42.195 キロメートル を 走り 通す マラ ソン ま て 不動 の 人 


ふ どう に ん 


気 が あ る 」 と 書い て あり ます 。 し か し 、 マ ラ ソン が 一 番 人 気 が ある と は 書か れ 
て いま せん 。 
図 「 た だ し 」 と いう 接続 詞 は 、 ま え に 人 述べ た こと に 条件 を 加え た り 、 例 外 を 述べ る 
1 と き に 使い ます 。 


例 この 施設 を 利用 する と き に は 、 事前 に 登録 が 必要 で す 。 た だ だ し じ 。 個人 利用 の 場 
合 は 、 その 日 に 年 いて いれ ば 使う こ と が でき ょ す 。 


10 行 目 一 12 行 目 に | ひたすら 走る 本 人 だ け で は な く 、 それ を 見 守る 人 た ちの 


みみ 9 ひと 


心 に も 大 き な 胡 動 を 与え 、 自 分 も 何 か を な し と げ る た め 友 力 し よう とい \ 5 意欲 を 
か きた て て くれ る 」 と 書い て あり ます 。 SC 走っ て いる の は 本 人 で す 。 その 
本人 だ け で は な く 見 て いる 人 に も 感動 を あたえ 、 そ の 人 の 意欲 を か きた て る の で 
す 。 で すか ら 、 自分 け は 、 走っ て いる 人 で は な く 見 て いる 人 で て す 。 

30 1 行 目 に 「 ト イィ レ の ドア を 開け た ら 、 自動 的 に 便器 の ふた 2 開き 」 と 書い て あ 


リ り ま す 。1 の | 便座 カ 温か く な る 」 は 、 1 行 目 に 「 座 「 座 座る と 便座 が 温か い 」 と 書い 
て ある の で 、 ち が いま す 。 2 の 「 温 水 が 出 る 」 は 、 2 行 目 に 「 ボ タン を 押す と 斉 
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水 が 出 て 」 と 書い て あり ます 。4 の 「 便 器 の ふた が 閉まる | は 、 2 行 目 一 3 行 目 
に 「 立 ち 上 が る と 自動 拘 に 水 が 流 、 便 器 の ふた が 購 ま る 」 と 青い て あり ます 。 

5 7 行 目 に 、「 ト イレ の 開発 が は じ ま っ た きっ か け に は 、 大 きく 二 っ の こと が 関 
係 し て いる 」 と 書い て あり ます 。1 の 「 最 新 機能 を 備え た トイ レ 」 は 、 ト イレ の 
開発 が は じ ま っ て か ら つ ぎ つ ぎ と 設置 され た の で すか ら 、 ち が いま す 。3 と 4 は 、 
下 か ら 3 行 目 一 下 か ら 2 行 目 に 「 下 水道 法 が 制定 され て か ら は 、 都 市 部 を 中 心 に 
水道 が 普及 ] と 書い て ある の で 、 ち が いま す 。 

B 1 の 「 ト イレ の 歴史 ]」 と は 、 普 の トイ レ と 今 の トイ レ に つい て の こと で す 。 し 
か し 、 問題 の 文 意 で は 、 今 の トイ レビ つい て は 秋 い て あり ます が 昔 の トイ レ に 


つい て は 、 災い て あり ませ ん 。 2 の 「30 年 前 の トイ レ 」 に つい て も 、 書い て あり 
ませ ん 。 ト イレ の 機能 の 開発 や 発展 に つい て 書い て ある の で 、 3 の 「 進 穫 化 する ト 


イィ イレ 」 が 最も 合っ て いる と いえ ます 。 4 の 「 ト イ し 開発 の 問題 」 に っ いて は 、 
いて あり ませ ん 。 
貞昌 9 
加 4 罗 1 国 4 园 2 
問題 6 解答 で ビィ ド ナン で で です ナー ドー ドー チキ すす すす すす すま すま ます すま すす すす と まま まま すま まま すま 
図 選択 枝 ご と に 、 癌 題 の 文章 の 記述 を 見 て いき ます 。 一 つ ー っ の 数 字 が 何 を 表し 
て いる か を 理解 し な が ら 読 ん て で いく こと が 大 切 て す 。 
1 「2007 年 の 平均 給与 は 437 万 円 で ある 」 ……… タイ トル と 2 行 目 一 3 行 上 
2 「2006 年 の 平均 給与 は 435 万 円 で ある 」 ………・ 9 行 目 10 行 上 
3 「1997 年 の 平均 給与 は 467 万 円 で ある 」 ………・ 7 行 日 一 8 行 目 
4 「1998 年 平均 給与 は 463 万 円 で ある 」 ……… 記述 な し 。 


4 は 、7 行 卓 一 ー9 行 目 に [平均 給 す の 過 去 最高 は 97 年 の 467 万 円 だ っ た が 、 そ 


の 後 は 9 年 連続 て 小 少 し | と 書い て ある の で 、 1998 年 の 平均 給与 が 1997 年 * 


れん ぞ く げん し ょ う 3 へ いき ん き 


り も 高い は ず が な いこ と が わか リ り ま す 。 
図 選択 枝 ご と に 、 問題 の 文章 の 記述 を 見 て いき ます 。 


だ いぶ ん し ょ 3 き し ゅ っ 
1 2007 年 は 2002 年 に く ら べ る と 、 年 収 1000 詞 円 超 の 人 が 増え た 」 
SR 士 の 段 の 最 最後 か ら 4 行 日 一 最後 か ら 2 行 日 に 章 い て あり ます 。 


2 「2007 年 は 2002 年 に くら べ る と 、 年 収 200 亡 円 以下 の 人 が 減っ た 」 
2 十 の 迄 の 最後 か ら 5 行 目 に 「219% 増 えて いる 」 と 書い て あ り ま す 。 
3 「 年 収 を 男女 別 て 見 る と 、 男性 は 400 亡 円 超 600 万 円 以下 が 多い 


し ゅ う だ ん じ ょ べ 


ON 上 の 段 の 最後 か ら 1 行 目下 の 段 の 2 和 目 に 「300 万 円 超 500 万 円 以 
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下 が 多 い 」 と 書い て あり ます 。 
4 「 年 収 を 男女 別 で 見 る ど と 女性 は 300 万 円 超 500 万 円 以下 が 多い 」 


し ゅ 3) だ ん じ ょ べ つ 


……… 下 の 自 の 3 行 了 目 ~ 4 三 目 [100 万 四 超 300 万 四 以 下 4 哆 |] と 書い て 


あり ます 。 
B9 業種 別 半 均 給 写 に つい て は 、 最 後 の 段落 に 書か れ て いま す 。 平均 給与 の 高い 順 
に 業種 が あげ られ て いま す 。 化学 工業 は 、 高 い 業種 順に な ら べ た と き 3 位 と いう 


ぎょ うし ゅ じゅ ん 


に と で あり 、 條 体 で 低い わけ で は な いこ と に 注意 し て くだ さい 
园 選択 枝 ご "と に 、 問 題 の 文 意 の 記 玉 を 見 て いき ます 。 


い ぶん し ょ う 
1 「 左 間 企 業 の 平均 給与 は 、 この 9 年 間 上 昇 を 続け た 」 


"9 行 目 に 「9 年 連 ンー CR 
3 3 行 中 1 
3 MM の 平均 給与 は 、 今後 上 が り 続 ける 見 通し だ 」 


この よう な 記述 は あり ませ ん 。 
4 「 民 間 企 業 の 平均 給与 は 、 信 務 員 の 給与 より 低い 」 


みん か ん ょ う 。 へ いき ん き 
まま たま この よう な 記述 は あり ませ ん 。 
問題 7 
も ん だ い 
38 3 R 4 
問題 7 解答 人 有 
38 工事 が ある 日 は 、「 工 事 予定 日 」 と 「 也 定時 間 ] を 見 る と わか り ま す 。 工 事 予定 
日 に 、「20xx 年 9 月 16 日 (水 ) か ら 20xx 年 9 月 19 日 ( 士 ) まで ]」 の うち 「 約 
1 日 間 程度 」 と 書い て あり ます 。 こ れ は 、「 工 事 は 、 9 月 16 日 (水 ) か ら 9 月 19 


日 まで ] 続 《 と いう 意味 で は あり ませ ん 。「 の う ち 」 と 書い て ある の で 、20xx 生 
9 月 16 日 ( 水 ) か ら 20xx 年 9 月 19 日 ( 土 ) の 間 で 、 ど の 日 か 1 日 だ け 工 事 が 行 
われ る と いう 意味 で す 。 つ ぎの 行 を 見 る と 、「9 月 17 日 ( 木 ) に 工事 を する 予定 
で す 」 と 書か れ て いま す 。 つ ぎ に 、[ 予 定時 間 」 を 見 ます 。 9 : 00 か ら 17 : 00 ま 
で て と 書い て あり ます 。 つ まり 、 重 前 9 時 か ら 午 後 5 時 まで が 工事 が 行わ れる 時 間 
で す 。 
国 お 知ら せ の 中 に は 、 工 事 が ある 日 に つい て の 説明 が 、 い くつ か あり ます 。 た と 


せつ めい 


えば 、 「 が ス の 利用 に っ つい て 」 を 見 る と 、 | 通 常 ど お りこ 利用 に な れ ま す が 、 ご 時 


つう じ し (2 


陰 に ガス を 止め させ て いた だ く 必 要 が ある 場合 は 」 と 書い て あり ます 。 ガス は 、 
いつ も どおり 使え る (通常 どおり ご 利用 に な れ ま す ) が 、 ご 時 前 に 止ま る (一 時 


つう じょう 
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的 に ガス を 止め させ て いた だ さく) こと が ある と わか り ま す 。 


で は 、 車 は どう で し ょ うか 。「 車 の 通行 に つい て 」 を 見 て みる と 、「 道 路 の 片側 
だ け 車 が 通 通れ ます 」 と 香 い て あり ます 。 そ れ で は 、 所 択 枝 を 見 て くだ さい 。1 は 、 
[年 前 9 時 か ら 和 後 5 時 まで 逆 れ な い 」 と 書い て ある の で 、 正 し く あ り ま せん 。 
2 の [通常 ど お り 」 と は 、 道路 の 両側 と も 車 が 通れ る ご と を 意味 し ます 。 工事 の 
日 は 、 車 は 片側 し か 通れ ませ ん 。3 は 、「 通 る こと が で きる が 、 道 が 狭く な っ て 
いる は 、「 状 行者 の 道路 に つい て 」 の 説明 な の で 、 正しく あり ませ ん 。 


せつ めい 
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